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第3期健康・医療戦略の概要と本協議会の関係部分（1/2）
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第3期健康・医療戦略の概要と本協議会の関係部分（2/2）

本協議会の議論
を踏まえて反映
した施策



４．６ 健康長寿社会の形成に資する新産業創出及び国際展開の促進等

４．６－１ 新産業創出

（１）公的保険外のヘルスケア産業の促進等

○ 職域・地域・個人の健康投資の促進

（健康経営の推進）

・健康投資に取り組む優良な企業が評価される仕組みとして、株式会社東京証券取引所と経済産
業省が共同で選定する「健康経営銘柄」、上場企業だけでなく中小企業や医療法人等も対象とし
て日本健康会議が認定する「健康経営優良法人認定制度」について、選定・認定法人の取組の質
の向上を図るとともに、中小企業への裾野の拡大を図る。（厚、◎経）

・健康経営の生産性への取組に関する各種の研究等を踏まえつつ、健康経営の取組と成果の見え
る化を進め、資本市場からも適切に評価されるよう、環境を整備する。あわせて、女性の健康に
関する取組の効果検証等、個々人の状況に応じた質の高い健康経営の取組を促進する。（厚、◎
経）

・企業・保険者連携による予防・健康づくり「コラボヘルス」の取組を深化させる。加入者の健
康状態や医療費、予防・健康づくりへの取組状況を見える化し、経営者に通知する健康スコアリ
ングレポートについて、官民の役割分担を踏まえつつ、健保組合や事業主への働きかけを強化す
る。（◎厚、経）
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第3期健康・医療戦略の本文への具体的な反映状況（1/7）

第三期に向けて
「① 健康投資の
促進」において
記載があった部
分を反映 



４．６ 健康長寿社会の形成に資する新産業創出及び国際展開の促進等

４．６－１ 新産業創出

（１）公的保険外のヘルスケア産業の促進等

○ 職域・地域・個人の健康投資の促進

（保険者における予防・健康づくり等のインセンティブ）

後期高齢者支援金の加算・減算制度について、特定健診・保健指導や予防・健康づくり等に取
り組む保険者に対するインセンティブ措置の強化を図る。また、国民健康保険の保険者努力支援
制度については、メリハリの強化を図ったインセンティブ措置を着実に実施する。（厚）
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第3期健康・医療戦略の本文への具体的な反映状況（2/7）

第三期に向けて
「① 健康投資の
促進」において
記載があった部
分を反映 



４．６ 健康長寿社会の形成に資する新産業創出及び国際展開の促進等

４．６－１ 新産業創出

（１）公的保険外のヘルスケア産業の促進等

○適正なサービス提供のための環境整備

（イノベーションの社会実装）

・データ等を活用した予防・健康づくりの健康増進効果等に関するエビデンスを確認・蓄積する
ための実証を行う。また、実証により得られた予防・健康づくりに関する成果を、サービス開発
事業者やサービス利用者が活用することを促進し、エビデンスに基づいた質の高いヘルスケア
サービスの創出・社会実装に向けた環境整備を実施する。（総、厚、◎経）

・実証事業等を通じて、国民が価値を感じられるPHRによる新たなサービス創出と生活イメージ
の普及に取り組む。予防・健康づくりに加え、医療現場や介護分野においても、ライフログ等の 
PHRを活用しつつ、生成AI等の先端技術活用も視野に入れることで、個々人の状態に合わせたよ
り質の高いサービスの提供や効率的な多職種連携の実現等に資するサービスの開発・社会実装を
促進する。（経）

・また、ヘルスケアデータを活用した民間サービスの創出に向けて、民間事業者団体やアカデミ
ア等と連携しながら、事業者等に求められる要件（セキュリティ等）、データの相互運用性や標
準化の検討など、必要な基盤整備を進める。（総、◎経）
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第3期健康・医療戦略の本文への具体的な反映状況（3/7）

第三期に向けて
「②新産業創出
に向けた環境整
備」において記
載があった部分
を反映 



４．６ 健康長寿社会の形成に資する新産業創出及び国際展開の促進等

４．６－１ 新産業創出

（１）公的保険外のヘルスケア産業の促進等

○個別の領域の取組

（スポーツ、観光）

日本全国で運動やスポーツを通じた健康づくりの意識を醸成するため、産学官の連携により、
幼児から高齢者、女性、障害者の誰もが運動やスポーツを楽しめる環境の整備、スポーツ医・科
学、情報の研究成果の活用を推進する。あわせて、地域資源を活用したスポーツツーリズムを促
進する。（◎文、国）

（働く家族介護者を巡る課題への対応）

高齢化の進行に伴い、働く家族介護者の数が全国的に増加する中で、2030年には経済損失が
約９兆円となる見込みである。こうした課題への対応として、高齢者が地域の中で自立した暮ら
しを行うための介護保険外の民間サービスも活用した多様な受け皿の整備や、仕事と介護の両立
支援を経営的観点から企業に訴求するための取組を促進するとともに、介護領域に多様な主体が
参画し、介護の話題が社会の中で円滑に共有されることを目指す社会機運醸成を推進する。
（経）
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第3期健康・医療戦略の本文への具体的な反映状況（4/7）

第三期に向けて
「① 健康投資の
促進」において
記載があった部
分を反映 

第三期に向けて
「③新たな社会
課題へのチャレ
ンジ」において
記載があった部
分を反映 



４．６ 健康長寿社会の形成に資する新産業創出及び国際展開の促進等

４．６－１ 新産業創出

（２）新産業創出に向けたイノベーション・エコシステムの強化

（一元的相談窓口の新設、伴走支援の強化）

・創薬・医療機器創出の総合支援窓口「MEDISO」において承認申請・診療報酬等に関する要望
を一元的に受け付ける窓口を新設する。また、ヘルスケアスタートアップの相談窓口
（InnoHub）等と連携し、伴走支援・フォローアップ機能を強化する。その際、グローバル市
場への進出を支援するため海外での開発等に関する相談も強化する。介護分野においても同様の
相談窓口として「CARISO（CARe Innovation Support Office）」を立ち上げる。（◎厚、経）
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第3期健康・医療戦略の本文への具体的な反映状況（5/7）

第三期に向けて
「②新産業創出
に向けた環境整
備」において記
載があった部分
を反映 



４．６ 健康長寿社会の形成に資する新産業創出及び国際展開の促進等

４．６－１ 新産業創出

（２）新産業創出に向けたイノベーション・エコシステムの強化

（ヘルスケアスタートアップ振興）

・国内・海外それぞれの観点から日本のヘルスケアスタートアップエコシステムの抜本的強化を
目指す。国内においては、エビデンス・ビジネスモデルの構築等の社会実装支援を担う地域拠点
を整備していく。海外においては、エビデンス・ビジネスモデル構築や薬事対応等を支援するプ
ログラムを海外医療機関やアクセラレーター等と連携して提供していくとともに、ヘルスケアに
特化したグローバルイベントを開催し、国内及び海外VCや事業会社等とのマッチングの機会を 
創出する。こうした一連の取組を通じて、ヘルスケア分野でのイノベーションを促進し、社会課
題の解決及び国民の健康増進に資する新たなヘルスケアサービスの社会実装実現を目指す。
（経）

・医療機器・ヘルステック分野における、スタートアップによるイノベーション創出を促進し、
アンメットメディカルニーズの特定や、それを解決するための技術シーズの発掘を目指す。
（経） 
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第3期健康・医療戦略の本文への具体的な反映状況（6/7）

第三期に向けて
「②新産業創出
に向けた環境整
備」において記
載があった部分
を反映 



Ⅱ 現状と課題

２．１ 健康・医療をめぐる我が国の現状

（データの利活用）

・政府においては、今後、健康・医療・介護データ基盤の整備などデータヘルス改革を進め、AI
やビッグデータ等の利活用による創薬、医療機器等の研究開発の進展 や、新たなヘルスケアサー
ビスの創出等に向け、データ利活用において世界最先端 の環境づくりを進める必要がある。 そ
の際には、健康か病気かという二分論ではなく健康と病気を連続的に捉える 「未病」の考え方や
その取組を進めるために数値等の指標を活用することが重要になると考えられる。
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第3期健康・医療戦略の本文への具体的な反映状況（7/7）

第三期に向けて
委員よりご指摘
があった部分を
反映 
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